
人間が主観的に捉える風景（知覚像）には，強調されて見える部分が存在し
一般的なカメラで撮影した画像（網膜像）との間に差異が発生．
仮想環境ではこの違和感がさらに増幅するため，知覚像の再現は重要な課題

DVF：ジェスチャインタフェースを用いた
仮想シーンにおける知覚像の再現
星川 潤 (M2)

実験目的：DVFを用いた場合に拡大率を決定する要因の分析
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拡大率関数の推定
最適拡大率の知覚像の自動出力
個人差のキャリブレーション手法の開発
上記機能の性能評価実験の実施
シーンに依存しない拡大手法のデザインと実装

DVF (Digitus ViewFinder)：仮想シーンのなかで強調したい部分を指定しながら
撮影することでユーザの知覚像に近いシーン画像を自動出力するシステム

ジェスチャの検出 注目部分の特定
パーのジェスチャで

撮影を実行
強調したいオブジェクトが
拡大された画像を自動出力

研究背景

研究概要

今後の課題

評価実験

拡大率の分布 注目範囲に存在する
オブジェクト数と拡大率の相関

シーン別の拡大率の分布 ユーザ別の拡大率の分布
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